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あ
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１、豊かな自然を守り、美しいふるさとを未来に届けましょう。

１、互いに思いやり、ささえあう、心安らぐまちにしましょう。

１、歴史に学び、伝統を守り、高め、文化の香りあふれるまちにしましょう。

１、子どもたちの笑い声は宝物、みんなで見守り育てましょう。

１、感謝の気持ちを大切に、元気で働き、仲よく住みよいまちにしましょう。

香美市民憲章

　私たちの香美市は、美しく、豊かな自然に育まれています。

　先人が築き上げた尊い文化や伝統を受け継ぎ、人々が愛と勇気を心に持ち、

誰もが幸せを感じられるまちを目指し、ここに市民憲章を定めます。
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